
























































































































































































































































 実は平成 16 年には，今回よりももっと大きな波高，７ｍぐらいの波高が来たのです。去
年の寄り回り波は５ｍもなかったのです。しかし，前は大丈夫だったのに今度はやられた
のです。なぜやられたか。作用時間が 22 時間と長い時間作用したので，だんだん動いてい
























































































































































































































































































































































































































































ていくのです。40 万年前も寒の戻りが起こっています。１万 3000 年前はここで起こって
います。少しぶれていますが，大体合っているのです。 
 ですから，40 万年前のことから未来予測をするとどうなるか。これは今暖かくなってい











































人間は，70kg の人間が乗りました。プロの連中は 30kg 台の女性のプロのドライバーを養
っているのです。トヨタやマツダやホンダなど，そういうところにしてみたら社運を懸け







































































実験室の水槽で，高さ 1.8ｍ，幅１ｍあります。水深 50cm で，20cm ぐらいの波です。こう





































て，これは実は 40 万円をもらって造ったのです。これは 10 万円ぐらいで作れるのですが，
数万円で，雨どいでいいのですが，高圧ジェットポンプが高いのです。数十万円します。
これで油を吸い込んで吹き飛ばすのです。というのは，取った油は水と一緒になってエマ
ルジョン化してしまって，もう動かないのです。タンカーにもう１回積み直して，造船所
のある呉まで持っていって，やっと燃やしたのです。普通の焼却炉で燃えないので，燃や
すところがないのです。大変なお金がかかるのです。 
 それで，このエマルジョン化した油を何とかしようということが，それ以後の私の仕事
になったのです。それと，大きな船は浅いところへ入ってこられませんから，みんなが自
分で取らなければいけないので柄杓ですくっていたら疲れます。それで，これを造ってあ
げたのです。造ってあげたというほど大したことはないのですよ。特許の切れているアイ
デアをパクッて造っただけなのです。そうしたら，運輸省には頭の良い人がいて，それを
乗せる船が要るからといって予算申請したのです。40 万円の費用を私に預けて，それで８
億円の船を取るのに成功したということです。これが今，瀬戸内海を走っている「いしづ
ち」です。石鎚山の名前から来ています。これは双胴船，胴が二つあり，クジラのように
海上油などを飲み込んで，船の中へ取り上げるというものです。 
 最後の話ですが，エマルジョン化とは何か。一般に水と油は混ざらないと思われていま
すが，実はよく混ざるのです。重油と水を１対３で，攪拌機でゆっくり混ぜると，エマル
ジョン化して，ひっくり返しても出ません。かちかちになるのです。水を抱き込んで，周
りが油，中が水になっているのです。 
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 これに，ある液体をわずかに入れます。今，特許申請して，取りましたから，これはも
う秘密ではないのです。わずかに２種類入れてかき回すと，水と油にもう１回再分離して
くれるのです。完全には分離しないのですが，軟らかくなっているので吸い込めるのです。
真空ポンプでも吸えます。水は捨てられます。本当は少し油が混じっていますからそのま
ま捨ててはいけないのですが，油は燃えます。ですから，再利用できるのです。 
 何を入れたかというと，ポリエチレン・グリコール・モノラウレートを５％添加します。
さらにソルビタン・モノラウレートを 0.5％添加します。それで，ゆっくり混ぜて，30 分
で軟らかくなり，そして水が抜けます。これを速く回せば，もっと速く抜けます。こうや
るとエマルジョン化した油を処理するのは簡単になるということで，これも特許なのです
が，全く誰も相手にしてくれません。特許というものは取ればもうかると思っている人が
いますが，売れないと維持費がかかります。ですから，私も取った特許を捨てていってい
るのです。 
 私は本当は「人類の滅亡を防ぎたい」，これが私の希望です。以上で今日の講演は終わら
せていただきます。 
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